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「普及の現場から」

稲wesの生産流通活動冒地域農業を支える
コント弓ケター(ウエスト血ントリー)

新見農業普及指導センター

1.はじめに

県北部の新見市において、土木建設が本業の地元企業が高齢化・過疎化の進む地域

農業を支えるコントラクター組織として稲WCS生産流通に係る作業請け負い活動を展

開しており、今回はその取り組みを紹介します。

2.取り組みの背景

稲WCSは岡山県下では平成13年頃から本格的な栽培がスタートしていますが、古

くから和牛中心の地域(肉用牛農家133戸、酪農家5戸H23.8.1現在)である新見市

には、収穫調製作業をする者がなく、当初は稲WCSの取り組みはあまり進んでいませ

んでした。平成18年に市は「千屋牛1000増頭計画」を樹立し、和牛の繁殖・肥育

センターを整備するとともに、その際必要な粗飼料の確保に稲WCS生産利用を計画し

ており、その収穫作業の請け負い先が必要となっていました。一方、建設業界にお

いては不況が続く中、建設投資額は年々減少し、物的人的な資産の

有効活用が必要となっていました。

そこで、機械のオペレーターを有し、また地域の活性化や景観の保全に対する機運が

社内にあった土木建設業者(西村工業株式会社:昭和62年創業、社員19名)が、名

乗りをあげ、農業法人r株式会社ウエストカントリー」(会社の役職員7名が構成員)

を平成20年6月12日に設立しました。

主な事業内容としては

・農産物の生産貯蔵、及び、販売搬送

・農作業、及び、農地保全管理作業の受託

・農業生産に必要な資材(肥料、飼料、土壌改良剤、農薬等)の製造、販売都市と

農村の交流推進に関する事業

・前各号に附帯する一切の事業、

などです。

3.取り組み内容

農業分野へ参入した平成20年より、稲WCSやSS(稲わらサイレージ)の収穫調製

搬送、及び堆肥散布等の受託作業を展開してきました。

当初から社員の水田管理・稲WCS等の特性理解促進と収穫調製技術の向上を図るた

め研修会等の機会をとらえて積極的な情報収集活動にも努めています。
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また、地域外の営農集団等と連携し、作業効率をあげるため収穫日程調整・搬送作

業の分担等の連絡調整を随時行ってきました。

平成23年度の主な活動としては、

(1)関係者との連携調整活動

稲WCSの円滑な広域流通を図るため、県

南部の市町(総社市、矢掛町)に出向いて

現地ほ場で作業予定を打ち合わせたり、耕

種・畜産農家等との

生産・収穫・運搬・利用等に係る意見交換

会を新見市農林業振興技術者連絡協議会

と連携して実施しました。

また、前述協議会の構成メンバーとWCS

用稲の生育ステ

ージに応じて栽培水田を巡回、タイムリー

な落水を指示するなど、生産者(耕種農家)

へのほ場管理指導に努めました。

(2)自己研鑽活動

自給飼料生産に係る専門知識の習得向上

と収穫作業機操作等の熟練を図るため、各

種研修会に積極的に参加、収穫調製技術を

スキルアップさせてきました。

さらに、新品種「たちすずか」の実証協

力や製品の搬送保管に伴う品質保持対策等

の検討も行っています。

新見は県北山問部であり地理的・気象的

な条件にはあまり恵まれてはいませんが、

普及センター等と連携をとりながら作業ス

ケジュールを作成する等、畜産農家が望む

高品質な稲WCSを生産供給するため適期収

穫調製に取り組んでいます。

4.取り組み成果

新見市(公社含む)、阿新農業協同組

合等による稲WCSの利用供給計画の調

整や、県下の他組織との連携に努め、

また、収穫調製から搬送販売に至るま

県内の稲WCSと収穫作業受託面積の推移(ha)

平成 18 19 20 21 22 23

県内 42 63 116 196 283 345

ウエスト受託
一 10.2 24.9 44.5 48.8
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での料金体系づくりを図ることでスムーズな流

通システムの確立を目指してきました。

その結果、当コントラクターの受託面積は平成

20年当初の10haから平成21年で25haと2倍以

上に増え、平成23年度実績ではさらに48.8ha

までに拡大しています。

県南の一部については他のコントラクターと

連携し収穫搬送を分担する等、適期収穫による高

品質な稲WCSの生産供給が可能となり、結果的に

広域的な流通システムができあがっています。

また、土木建設業の技術を活かし平成22年から23年にかけて耕作放棄水田を飼

料ほ場として再生し牧草を作付けしています。

5.今後の課題と目標

(1)収穫機械の調達

現在り一スで対応している収穫機類も耐用年数があり、更新時には補助事業や制度

資金等を効果的に利用し、投資額の抑制を図る必要があります。

(2)収穫作業等の効率化

稲WCS専用品種の組み合わせによる収穫期幅の延長、一団地規模の拡大による機

械移動距離の短縮、さらに新たな利用畜産農家の掘り起こし等によるロール搬送の合

理化など作業の効率化を進めたいと考えています。

(3)作業トラブルの解消

稲WCS収穫作業時のトラブルはスケジールの遂行に大きな支障を来すため、平成

24年は市やJA等の関係者で啓発パンフレットを作成配布し、生産者側に請負契約

時の条件整備を周知徹底させたいと思っています。

(4)農作業全般の受託面積拡大

稲WCS等の収穫調製・堆肥散布の請け負いのみならず、地域の飼料生産推進方針に

対応して業務内容の拡充を図り、今後も機械や雇用労力の有効活用を考慮しつつ農

地管理等の受託面積を拡大する予定です。

(5)耕作放棄地の解消と自給飼料生産販売

特に岡山県では耕作放棄地が拡大し深刻な社会問題となってますが、建設業本来の

術を活かして地域の耕作放棄地を再生しさらに牧草の生産販売に取り組んで行くこ

とも検討しています。
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6.おわりに

農村地域では高齢化や担い手の減少が進み、耕作放棄される田畑が年々増加してい

ますが、稲WCSの収穫調製の請け負いを機に、このように農業へ参入した地元企業の

組織活動を関係機関団体として継続的に支援していくことが今後ますます重要にな

ってくる思われます。


